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 要 旨   

目的： 

東北大震災後に新規に飲酒を開始した人の頻度と継続して飲酒をしているかを本縦断研

究で調べることが目的である。さらに、新規に飲酒開始と心理的な要因や災害に関連し

た経験、被ばくの危険と関連があるか調べた。 

方法： 

対象者は、2012、2013 年に福島で行われた調査に参加した災害前に非飲酒者であった

37,687 人のデータを用いた。後ろ向きに集めた情報を基に、震災前に非飲酒者で震災後

に飲酒を始めた者を新規飲酒者と定義した。 

結果： 

2012年に非飲酒のうち 9.6％が飲酒を開始し、そのうち 18.4％が重度の飲酒者であった。

2013年まで、新規飲酒者の中で、飲酒を続けた者の頻度は 53.8％であった。ロジスティ

ック回帰分析によって、震災に関連した経験と被ばくの危険を調整した後で、震災後新

規に飲酒者との関連が有意と認められたのは、男性、65 歳未満、睡眠不足、心理的なス

トレス（Kessler 6 スコアが 13点以下）であった。また、心理的なストレスと重度の飲

酒は、新規飲酒者の間で飲酒を継続させる有意な危険因子であった。 

結論： 

新規飲酒者は震災に関連したストレスを対処するためにアルコールを用いるのかもしれ

ない。そのため、彼らは、震災に関連した公共医療サービスを受ける対象になると考え

られる。さらに、震災後新規の飲酒は重度な飲酒を継続しがちなので、早期介入によっ

て、節度のある飲酒行動を推奨すべきである。 

 


